
施設名 定員 入園対象

だしのこ園 ※1
田沢湖生保内字武蔵野117-263　☎43-1025

160 人

神代こども園 ※1
田沢湖神代字珍重屋敷89-3　☎44-2502

150人

角館こども園（仮称）※2
角館町中菅沢 91-1　☎53-2918

214人

にこにここども園
西木町門屋字六本杉2-1　☎47-2525

90人

ひのきないこども園
西木町桧木内字高屋137　☎48-2345

50人

【教育時間利用】3歳～就学前の児童。
月～金　8:30 ～ 15:30

（土日祝日、長期休業、年末年始を除く）
※教育時間以外で預かり保育事業も実施します。

【保育時間利用】0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童。
月～土　7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間

（日・祝日、年末年始を除く）

※ 1　運営主体「社会福祉法人はなさき仙北」
※ 2　「仙北市立認定こども園」として4月から設置するこ
　　　とを目指しています。

幼稚園と保育園の特徴をあわせ持った施設です。認定こども園

保育を必要とする 3 歳以上の
児童。

へき地保育園

施設名 定員 入園対象

かみひのきない保育園
西木町上桧木内字大森37

15人 3 歳～

教育を目的とする
４歳児・５歳児。

　現在、入園願書受付中。完全給食・預かり教室（平日・
長期休み、利用料無料）

問合せ 学校法人　真栄学園　かくのだて幼稚園
　　　　☎ 53-2110

私立幼稚園

施設名 定員

かくのだて幼稚園
角館町西勝楽町25

20人

認定こども園・保育園・
幼稚園・家庭的保育事業

入園案内

平成30年度

保育を必要とする 0 歳（産休明け満8週経過後）～ 3歳
未満の児童。家庭的な雰囲気の中で少人数の保育を行い
ます。

開所時間／月～金 8:00 ～ 18:30（土日祝日、年末年始を
除く）

問合せ 管理者　田中　☎ 090-2796-9092
　　　　時間／ 8:00 ～ 18:00

家庭的保育事業

施設名 定員 入室対象

保育室ねむねむのき
田沢湖生保内字武蔵野105-403

3人 0 歳～ 3 歳
未満の児童

施設名 定員 入園対象

白岩小百合保育園
角館町白岩上西野93-1　☎54-1083

60人 0 歳～

角館西保育園
角館町雲然田中437-2　☎53-2522

60人 0 歳～

中川保育園
角館町川原羽黒堂 324-1　☎53-2404

45人 1 歳～

0 歳（産休明け満 8 週経過後）～
就学前の児童

認可保育園

※認定こども園の保育利用時間と同一です。

日時 場所

11月27日㈪ 18:30～
11月28日㈫ 18:30～

角館保育園

※説明内容は、両日とも同じ内容です。

　平成 30 年 4 月より「角館保育園」が幼稚園と保育園の両方
の特徴をあわせ持つ、認定こども園へ移行予定です。
　これに伴い、在園中の児童の保護者および入園を希望され
る児童の保護者を対象に右記日程で説明会を開催します。

認定こども園への移行に関する説明会

施設利用手続きの流れ

3歳以上の児童
（平成24年4月2日

～平成27年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（12月15日まで）

新規入園希望
⇒子育て推進課、田沢湖・角
館地域センター、各出張所へ

既に入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（12月15日まで）

入園許可書の通知（1月頃）
支給認定証の交付（2月）

面接・聴き取り等での保育必
要度の審査
定員に対する申込状況に応じ
て利用調整（1月）

・支給認定証
・入所承諾書

子育て推進課にお問い合わせください。へき地保育園

認定こども園
（教育時間利用）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園
家庭的保育事業

3歳未満の児童
（平成27年4月2日

以降生まれ）

の通知（2月）

申込期間 12 /1金 ～12 /15金

　施設利用案内と書類の配布は、子育て推進課（西木庁舎）、田
沢湖・角館地域センター、各出張所で行います。
※すでに入園されている児童へは、在籍している園より配布します。
※私立幼稚園は直接園にお問い合わせください。
問合せ 子育て推進課　☎ 43-2280

田沢幼稚園は、平成 27 年
4月から休園しています。
園児の募集は行っていま
せん。

申込書類配布開始 11 /24 金 ～
仙北市立幼稚園
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問合せ 子育て推進課　☎ 43-2280
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